
みなさん、おはようございます。今日は 1 学期最後の日、終業式

です。そして、明日からは、待ちに待った 38 日間の夏休みが始まり

ます。さて、終業式の話なのですが、大きく分けて３つあります。ま

ず一つ目は、校長先生からの質問です。今日はリモートですが、皆さ

んの様子が分かるようにカメラをオンにしてもらっています。担任

の先生は、できたら多くの生徒が移るようにカメラの向きを工夫し

てくれると助かります。質問は、単純です。皆さんは、この 1 学期に

先生からほめてもらったことがありますか？というものです。校長

先生は、4 月の職員会議で先生方にお願いをしました。生徒をほめて

ほしいとお願いしました。誰だって、ほめられれば嬉しいものです。

そして、ほめられたことに自信を持ち、やがては、それを誇りとしま

す。生徒に自信と誇りを持たせてほしい。そのためにも日本一ほめ上

手な学校にしようと訴えかけました。そして、4 か月が経ち、1 学期

も終了です。では、だれ先生にどんな時に、どんなことをほめてもら

えてか。思い出せるだけ思い出してみてください。30 秒待ちますの

で、真剣に思い出してみてください。では、はじめ！ 

では、30 秒経ちました。まず、一つでもいいので思い出せた人は

手を挙げてみてください。ありがとうございました。多くの生徒が手

を挙げていてよかったなと思います。では、続いて、隣の人と何を誰

にどんな風にほめてもらったか。そして、その時の気持ちを教えてあ

げてください。もしも、一度も褒められていないという人やほめられ

たことを思い出せない人は、今すぐ担任の先生に褒めてもらってく

ださい。2 分待ちます。交代しながら話し合ってください。では、は

じめ！ 

終わりにしてください。人って、怒られたことは覚えているけど、

ほめられたこと言われると、思い出すのが難しいものです。でも、よ

く思い返してみると、やっぱりうれしいものですよね。2 学期も、み

なさんがいっぱいほめてもらえる。それも、心からほめてもらえる南



中学校にしたいなと思っています。 

では続いて、2 つ目の話になります。今度は、校長先生がみんなを

ほめたいと思います。私は、南中学校の校長として 3 年目を迎えま

した。そして、この 3 年間で今が一番いいと自信をもって答えられ

ることがあります。それは、朝、皆さんが登校してくるときのあいさ

つです。再び、皆さんに手を挙げてもらいましょう。この 1 学期に

校長先生から「いいあいさつだね。」とほめられたことが 1 度でもあ

る人は、その場で立ってください。ありがとうございます。結構立っ

ていますね。それでは、さらにレベルアップして、校長先生から「素

晴らしいあいさつだね。」と言われたことのある人は、そのまま立っ

ていてください。そこまでは言われていないという人は、座ってくだ

さい。結構人数が減るのではないかなと思っています。実は、「いい

あいさつ」と「素晴らしいあいさつ」には、校長先生のほめるレベル

に違いがあって、素晴らしいというほうがレベルが高いのです。今立

っている皆さんに拍手をしてあげてください。しかし、さらに上があ

ります。最高レベルがこうです。「元気の出るあいさつだね。」そう言

われたことのある人は立ち続けてください。これはなかなかいない

はずです。こう言われたことのある人は、胸を張って、誇っていいと

思います。 

とまぁ、こんな感じなのですが、先ほども言ったのですが、南中学

校の朝の挨拶が過去一番というくらいにいいのです。そして、それに

呼応するように、皆さんが横断歩道にいるときに車を停車させて道

を譲ってくれるドライバーさんが過去一番に増えています。3 年前は

全然止まってくれなかった自動車が、みんな止まってくれるように

なったのです。こうなると、校長先生は欲をかきます。2 学期の目標

は、ただあいさつのいい南中学校というだけでなく、道を譲ってくれ

たドライバーさんにもお礼や挨拶のできる南中学校の生徒になって

ほしいという野望です。この野望については、2 学期始業式で、みん



なが覚えているか確認するつもりです。38 日たっても、覚えておい

てください。 

そして、3 つ目の話です。3 つ目の話は、今朝配られた学校だより

ＰＢＬ特別号についてです。この中には、私が中学生であったときの

話が書かれています。担任の先生方に、今日のどこかで読んでくださ

いとお願いしています。ちょっと長い文章ですが、「なぜを深く考え

る。」と題した特別号です。夏休み中は、普段と比べて時間的に余裕

があります。だからこそ、物事を深く考え、学びを深めてほしいと思

っています。そこで、校長先生からも宿題を出します。チャットＧＰ

Ｔに挑戦という宿題です。すでにプリントが配布されていて、50 人

を超える生徒から回答が寄せられています。その回答を読んでみた

ところ、私の発想とはかなり違う回答があり、私自身もとても勉強に

なりました。しかし、全校生徒は 473 名です。長い休みで忘れてし

まう前に、ぜひチャレンジしてみてください。なお、すでに用紙をな

くしてしまったという人もいるかもしれません。そこで、今日の学校

だよりの裏面に再印刷をしています。ＱＲコードリーダーで読み込

んでください。今回は、生成ＡＩにチャレンジするということで、一

人ではなく、友達や周りの人と合同チームでの回答もＯＫです。皆さ

んの深い学びに期待しています。私の考えをはるかに超える回答を

待っています。 

さて、最後になりましたが、長期休業前の校長の願いはいつも一緒

です。大切なことは、473 名の生徒と先生方が怪我無く、事故なく、

病気になることなく、元気に戻ってくることです。皆さんの命以上に

大切なものはない。そのことは絶対に忘れずに、8 月 28 日に全員元

気で戻ってきてください。 

以上、一学期終業式の校長の話とします。 


